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PART11 いなべ教育支援センター

〔員弁ふれあい教室〕

いなべ教育
支援センター

問い合わせ先…大安庁舎　学校教育課　Z78-3507　FAX78-3509

　いなべ教育支援センターは、いなべ市・東員町が運営している機関
です。いなべ市・東員町在住の小中学校の児童生徒および保護者を対
象として学校へ行きづらい方への支援を行っています。センターには
教員２人がスタッフとして派遣され、スタッフ以外にも臨床心理士が
月２回相談にのっています。具体的には・・・
　1通級（学校へ行きづらいお子さん本人に当センターへ通ってもらい、学習やいろいろな体験活動を
　　します。）
　2お子さん・保護者・学校との相談
　3関係機関の紹介（学校へ行きづらい事だけでなく、福祉・心理面での専門機関の紹介）
　4各種研修会の実施（保護者・教員対象）
等を行っています。学校を休みがちになったり、休んではいないが行きづらい様子が見られる、あるい
は何か心配がある時にぜひご利用ください。

〔ご利用方法〕
1どんな所か知りたい
　まずはお電話で、スタッフに何でもおたずねください。過年度の分ですが
ＨＰもありますのでご覧ください。なお、いなべ市・東員町の各学校とも連
携を密にしていますので担任の先生を通して資料を請求する方法も可能です。
（学校の先生に「員弁ふれあい教室の資料をください」とお伝えください）

2相談をしたい
　お電話または当センターに来ていただいての面接相談になります。まずはお
電話をください。また、臨床心理士の相談をご希望の場合は予約制になります。
　当センターは、相談の専門機関ですので秘密は固く守られます。
（相談内容が外へ漏れる事はありません）

3通級をしたい
　当センターに通うのは、学校に籍を置いたままですから転校扱いにはなり
ません。当センターを見学され、ご本人・保護者の方・学校と相談の上、通
級が適当と認められた場合に通級できます。相談内容等の秘密は固く守りま
すが、通級の場合には、学校とも相談させていただきます。

〔どんな活動をしているの？〕
　通級では、学習活動だけでなく、体験活動として、①絵の教室②トンボ
玉（ガラス玉作成）③教室外活動（名古屋での学習活動など）④調理実習
なども行っています。
　保護者対象の研修会では、亀井敏彦先生（はこ心理教育研究所・所長）
に来ていただいて保護者の方からの質問にこたえる形の「親の会」を実施
しています。（今年度分は終了）　また、それ以外にも他地域との連携事
業で保護者対象の研修会なども実施していますので興味のある方はお問い
合わせください。
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